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オブジェクト指向化を支援するリエンジニアリングの全体概要

既存システムからリエンジニアリングツールによってオブジェクト指向開発で必要となる情報を抽出･提供し,オブジェクト指向によるシス

テム再構築作業を支援する〔-)

.近一午,ダウンサイジングをl川勺とした業務システ

ムの再構築のニーズが高まっている｡業務システム

の再構築では,既存のシステムの機能と信栢一任確保

を考慮した批組みが重要であるため,既存システム

のソフトウェアを分析し,新しいソフトウェア構造

を作りけ.す必磐がある｡そこで,その分析･設計を

支援するリエンジニアリングツールを開発した｡

開発したツールは,既存ソフトウェアのデータの

構造に着F‾寸して,新しいソフトウェア構造(オブジェ

クト指l‾Lりや処理機能(業務ルール)を†l三成する｡ま

た,再利用叶能なソフトウェア部品の作成を支援す

る機能も持つ｡

このツールにより,オブジェクト分析･設計･実

装という再構築の手順の各段階の作業が削減でき,

新システムを低コストかつ高品質に構築できるよう

になった｡

*‖､l/二製作J咋ビジネスシステム閑雅センタ **‖､t!二製作所システムl那芭研究所
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n はじめに

一般的に業務システムの再構築では,現行システムの

機能の保証(品質の確保)や開発コストの低減が重要な課

題となっている｡それを解決する手段として,既存シス

テムに作り込まれた業務ルールの再利用による品質の確

保,および開発コストの低減を目的としたリエンジニア

リングが有効である｡

ここでは,オブジェクト指向技術を用いた業務システ

ムの再構築を支援するリエンジニアリングツールの概

要,および業務オブジェクトモデル構築支援ツールの適

用結果について述べる｡

8 オブジェクト指向化を支援するリエンジニア

リングツールの開発の背景と目的

2-.1背 景

十数年前に作成された業務システムは,膨大化,褐雑

化し,深刻なソフトウェア保守問題が発生している｡ま

た,近年のビジネス環境の急激な変化に伴い,既存の業

務システムのダウンサイジングによる再構築を要望する
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ユーザーが急増している｡

このような背景の下で,再利用性,拡張性,保守件に

優れているオブジェクト指向に基づく開発方法論が注目

されている｡現在のオブジェクト指向によるシステム再

構築では,既存の業務システムの理解,再構築彼の品質

保証,オブジェクト指向開発で使用される部品の作成な

どの初期投資にかなりの⊥数(コスト)がかかる｡このた

め,既存の業務システムをオブジェクト指向を用いて再

構築したいという要望は多いが,本格的に取リブ阻んでい

るユーザーはまだ少ない｡そこで,オブジェクト指向を

用いたシステムへのダウンサイジングを占占質の確保,開

発工数の低減の観たから支援するリエンジニアリングツ

ールの開発を行った｡

2.2 日 的

今回開発したリエンジニアリングツールは,オブジェ

クト指向開発アプローチでのオブジェクト分析,設計,

実装･テストの各作業工程に対し,以下の支援を行うこ

とを目的としている｡

(1)オブジェクト指向分析では,必要となる業務データ

や業務データ間の関係を,仕様書やユーザーとのインタ
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業務オフ∵ジ工クトモデル構築支援ツール

図l業務オブジ工クトモデル構築支援ツールの入出力構成およびオブジ工クト識別画面例

業務オブジェクトモデル構築支援ツールでは,利用者が業務オブジェクトの識別,オブジェクトの属性の識別,オブジェクト間の関係の識別

を対話形式で行い,業務オブジ工クトモデルを構築する｡画面は,｢+lN社員+データから｢社員+クラスを作成している｡
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ビューから手作業で抽出しており,これが人きな負担と

なっている｡この負担を軽減するために,既存の業務シ

ステムから業務データに関する情報を提示し,オブジェ

クト分析･設計に必要なオブジェクトモデルの構築⊥数

の削減を図る｡

(2)オブジェクト設計では,既存の業務システムを巾構

築する際には,少なくとも再構築前のシステムと川等の

品質を確保しなければならない｡このため,既存の業務

システムから業務ルールを抽出し,これをjヰ利用するこ

とによってシステムの品質Ifり_卜を陳1る｡

(3)オブジェクトの実装では,オブジェクトモデル,業

務ルールを糊いてクラスコードを自動f七成することによ

り,実装_1‾二数の削減を図る｡

田 オブジェクト指向化を支援するリエンジニア

リングツール

3.1業務オブジェクトモデル構築支援ツール

既存のCOBOLソースプログラムからクラスや属性と

なるべき業務データ,および業務データ間の関係を抽出

し,そ叫苗軸を基に業務オブジェクトモデルの構築を‾支
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業務オブジェクトモデル

力入
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接する｡このツールの人出力構成およびオブジェクト識

別由面例を区=に示す｡

3.2 業務ルール抽出支援ツール

既存のCOIうOLソースプログラム中で使用されている

業務データごとに,データのライフサイクルや制約など

の三呪行システムの業務ルールを抽出する｡巾構築の際に

は,抽出した業務ルールに対し,必要に応じて新規要件

を追加･加工し,3.1で作成したオブジェクトのメソッド

として登録する｡このツールの入汁■力構成,および柚什-

した業務ルールの画面表示例を図2にホす｡クラスコー

ド生成ツールでは,この業務ルールを処理ロジックとし

て再利††Jする｡

3.3 クラスコード生成ツール

業務オブジェクトにみられる処理のパターン(械性の

設定∴取得処理など)ごとに,クラスコードのひな刊を持

っておI),クラスの実装を支援する｡既存の業務システ

ムを再構築する場合には,3.1,3.2で作成されたオブジ

ェクトとメソッド,さらにクラスコードのひな巧りからク

ラスコードを生成する｡このツールの人‖ノJ構成および

クラスコード牛成例(00COBOL)を図3に示す｡

麹レニ～.ヒ.言_如才ヒニJ.廓

着目オブジェクト

総支給額

_.】止..｢｡J
郷寺間

東野オ子平壬.空∧卜入力≡

オブジェクト作成例

クラス名:支給情報

属 性:基本給

総支給額

加算額
税金

メソッド

着日した♯出の制約

‡‾‾恵‾‾ルニル1敵‾≫

喜済く幣㈱
`御者間声0

業務ルール抽出支援ツール

データ 業務ルール

導出
総支給韓

総支給客萱=基本給＋加算綽十

残業単価×残業時間

制約 職級〈5AND残業時間〉 =0

図2 業務ルール抽出支援ツールの入出力構成および業務ルール表示画面例

業務ルール抽出支援ツールでは,利用者が抽出された現行システムの業務ルールを必要に応じて対話形式で加工し,メソッドとして登録する.｡

画面は,｢総支給矩+データの導出式とその制約を表している｡
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オブジ工クト作成例

クラス名:支給情報

属性:基本給

総支給害頁

加算額

税金

メソット

テ一夕 業務ルール

導出
総支給鯉

総支給額=基本給＋加算娘十

残業単価×残業時問

制約 職級〈5AND残業時間〉=0

メソッドのひな形

メソット1尉南

SET-(制約･鳶出ル【ルで内容を設定)

lDENTIFICAT=〕N D】VIS10N,

METHOD-1D.

DATA DlV】S10N,

WORKING-STORAGE SECT10N.

しINKAGE SECT10N.

PROCEDURE DlVIS10N USING

クラスコート

生成ツール

‡

[]ヒ

インタラクティフ操作

コード生成されたシステム
(00COBOLによる生成例)

lDENTIFICAT10N DlVIS10N.

METHOD-1D.SEト総支給害貞.
DATA DlVIS10N.

WORKING-STORAGE

LINKAGESECT10N.

01職級

01残業単価

01残業時間
01実行結果

PROCEDURE DlVIS10N

SECT10N.

PIC S9(1).
PIC S9(5).
PIC S9(5).
PIC X(1).
US‡NG

職級

残業単価

残業時間

RETURNING実行結果.

1F(職級<5)AND(残業時間>=0)
THEN

COMPUTE総支給額=基本給＋加算名頁＋
残業単価*残業時間

EJSE

図3 クラスコード生成ツールの入出力構成およびコード生成例(00COBOL)

オブジ工クトモデル構築支援ツールや業務ルール,抽出支援ツールで作成した情報を基に,オブジ工クト指向言語による実装を支援する.-ノ

ロ 適用結果

ここでは,ある収右左_詐什.システムに対して菜摘オブジ

ェクトモデル肺葉‾支援ツールを適=した.沖仙純米につい

て述べる｡

‖州11盲にあたっては,(1)‾安)K什椋から分析を進めるノノ

iム(2川光//の某花システムを-≠占に菜摘オブジェクトモデ

ル構築支技ツールを川いる‾ノJ法の二つのノノ法でオブジェ

クトモデルを作成し.作成さ才Lたオブジェクトモデルお

よび作業_l二枚についての粁米を比較した｡

11寸1jノバ上で作成したクラスのうち約5()%がt■り一内?手であ

り,約4()%はモデル構築名▲の-i三観の違いかJ〕くる一差巽で

あった｡ツールで作成した伐りの約1()%のクラスについ

ては,妃l什しや修1卜が必柴であった｡

作法】二故に周Lては,ツールを仙川Lた域ナナ,クラス

の比Il-1二しや修l卜を介めてもツール人位1川けの約‡のl二数

で作成することができた｡

白 おわりに

ここでは,既〝の業招システムのオブジェクトす行けlりと

を‾支援するリエンジニアリングツールの概一柴,左様ツー

ルの構成,および業稚オブジェクトモデル構築支拐ツー

ルの迫川糸.1i米について述べた｡

‾菜摘オブジェクトモデル構築文枝ツールにより,い光//

ク)菜摘システムから業務データや装荷データl～りのl対係を

仙.■tJ■し,これを利川してオブジェクトモデルを構築する

ことでI二数の削減をLヌlることができる｡さらに業絹ルー

ル才‖=h,クラスコード/卜収までを介めたリエンジニアリ

ングツールを他州することにより,1沈付の菜摘システム

の十ll子羊l一之をi.1‖Jした,オーアジェクト指1rりによる効率的かつ

■1■Ji.,‖げ托･システム11州在築がり三拙lり頂旨となる∩
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